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保護者の保育施設選択

就学前の子どもはどのような環境のもとで日々を過ごす？

⇒ 多くの場合は保護者がその環境を選択している

• 施設にいれるかどうか？

• どの制度・サービスを利用するか？（例：幼稚園か保育所か）

• どんな施設に入れたいと思うか？

• その際にどのようなことを重視しているのか？
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保護者の保育施設選択がなぜ重要か？

1. 保育所選択を通じて社会経済的格差が拡大
するメカニズムの解明

2. よりよい制度設計のための親の認識の把握

3. 子どもの発達と幼児教育・保育施設の質の
関係に対する研究への貢献
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本報告の概要

1. 保護者が保育施設を選択する際に、どのような
情報をみているのか？あるいは、どのような情
報を重視しているのか？

2. 保護者が保育施設の選択を考えるときに、
企業主導型保育事業は保育施設の選択の中でど
のような立ち位置なのか？
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保護者は何を重視しているのか？
Ｑ．保育施設を選ぶ際、以下のことをどのくらい重視しますか。
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1. あたたかく、子どもを大切にする保育者がいること

2. 安全で衛生的な環境

3. 子どもが、文字や数字、その他の知的スキルを学べること

4. 子ども、他者との人間関係を学べること

5. 保育料が無償もしくは安価であること

6. 通園バス等、送迎サービスがあること

7. きょうだいが一緒に通えること

8. 園が、便利な場所にあること

9. 保育時間の融通がきくこと

10. 特別な支援の必要な子どもの保育をしていること

1. ほとんど重視しない

2. あまり重視しない

3. やや重視する

4. 非常に重視する



保護者が重視している項目（母親回答）
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企業主導型保育事業の認知
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１１％

５０％

３９％

比較的詳しく知っている

名前を聞いたことがある

知らない



誰が知っているのか？：施設利用別
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誰が知っているのか？：母親の学歴
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誰が知っているのか？：検討した施設数
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「認可」であることが重要なのか

Ｑ．同じ条件でも認可保育所が好まれるのか？

認可保育所・認証保育所・企業主導型保育施設について、それぞれ保育
料・施設の広さや保育資格を持つ保育士の割合などが同じだった場合、あ
なたはどの施設にお子さんを通わせたいですか。もっともあてはまるもの
をお選びください。

ねらい：

⚫ なぜ企業主導型を知っていても選択されにくいのか？

⚫ 「認可」という名前を選択している可能性？

⚫ あるいは、認可以外の施設形態に対して漠然としたイメージがあるのか
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同じ条件の下でも認可を希望する？

17

平均値：４１．８％



報告のまとめ
本調査から以下のようなことが分かった：

1. 保護者の幼児教育・保育施設選択においては、価格や家からの近さだけ

でなく、保育の内容についても重視されていること

2. 企業主導型保育事業の認知率は５割程度

 大卒の親、保育所選びに熱心な保護者ほど知っている傾向

 企業主導型保育事業を知っている層も、知らない層も一定数は「認可」に強い選好

を持っている

3. 企業主導型保育事業の普及には・・・

 企業主導型を知っている層にもどのような保育がなされているかの理解を深めて

もらうことが重要

 企業主導型を知らない層への周知が重要 18


